
年間

■俳句 作品 投稿者 住所 詠句・詠歌場所

入選 芹取りは　いつもこの谷　棚田水 雪竹澄子 有田町 竜門峡周辺

最優秀賞 入選 春燈や　明治有田の　異人館 田中耕泉 有田町 有田異人館

入選 蕗長けて　唐臼跡に　水の音 小浜史都女 唐津市 大公孫樹周辺

■短歌 作品 投稿者 住所 場　所

入選 陶器市　まぢかに迫り　金槌や　皿のひびきで　活気みなぎる 松尾ミツエ 有田町 有田町

入選 桂雲寺　阿吽の像は　山門を　行き交う信徒の　心受け止む 諸石晧子 有田町 桂雲寺境内

入選 陶市の　常連ならん　近道を　いとも自在に　抜けゆく客ら 諸石晧子 有田町 陶器市路上

最優秀賞 入選 韓ドラの　沙器匠ジョンイに　誘われ　陶里有田を　聖地巡礼 長尾順子 福岡県福岡市 報恩寺

■川柳 作品 投稿者 住所 場　所

入選 紐解き　有田焼五膳　いただきます 長尾順子 福岡県福岡市 亀井鮨

入選 赤い糸　見たさにすがる　さんのんさん 巨江の孫 神奈川県横浜市 山王神社

最優秀賞 入選 皿かぶり　競走なれど　そろそろり 小川雅義 鹿島市 有田町

■俳句 作品 投稿者 住所 詠句・詠歌場所

入選 草笛を　陶工の祖に　きかせけり 小浜史都女 唐津市 磁石場跡

入選 祝詞終へ　陶祖の宮の　風薫る 柴田佳津子 福岡県福津市 陶山神社

入選 脈々と　錆滴るや　白磁鉱 耕泉 有田町 泉山採石場

入選 天目の　底光りせる　梅雨晴間 田中秋子 伊万里市 青木龍山

■短歌 作品 投稿者 住所 場　所

入選 川底に　眠るベンジャラ　掘り起こす　探し集めて　時代と向き合う 小川雅義 鹿島市 岩谷川内 白川川一帯

入選 時により　ミニ同窓会の　集いとも　有田温泉は　健康サロン 諸石晧子 有田町 有田温泉

入選 金山で　栄えし頃の　遊郭街　いま丸山は　グラウンドとなる 松尾ミツエ 有田町 戸矢

■俳句 作品 投稿者 住所 詠句・詠歌場所

入選 さっくりと　陶助おこし　夏の果 田中秋子 伊万里市 前田陶助堂

入選 楠落葉　トンバイ塀に　囲まるる 上瀬悦子 神埼市 有田館

入選 草は実に　唐臼跡の　水の音 小浜史都女 唐津市 六地蔵周辺

入選 晩秋や　有田を巡る　七ツ星 雪竹勝太 有田町 有田町内

入選 秋空を　背負って来たる　人力車 小川雅義 鹿島市 トンバイ塀通り

入選 秋天や　薪放りつぐ　登り窯 田中秋子 伊万里市 谷窯

■短歌 作品 投稿者 住所 場　所

入選 アート展　岳の棚田に　ひるがえる　白いTシャツ　陽に映えており 松尾ミツエ 有田町 岳の棚田

入選 八重桜で　入学歓迎　遠足を　永年迎ゆ　曲川神社 諸石晧子 有田町 曲川神社

入選 神官は　十九代とよ　山伏を　祖と仰ぎ古る　山田神社は 諸石晧子 有田町 山田神社

入選 心地よき　八００年の　眠りなや　累々と積む　石垣の貌 諸石晧子 有田町 唐船城址

入選 陶の里と　言わるる有田の　夢叶い　日本遺産の　登録に沸く 小川雅義 鹿島市 有田町

■川柳 作品 投稿者 住所 場　所

入選 ガイドする　ボクらの有田　ジュニア隊 長尾順子 福岡県福岡市 陶山神社

入選 駅で食う　有田焼カレー　いと旨し 小川雅義 鹿島市 有田駅

入選 磁石場に　残るノミ跡　四百年 小川雅義 鹿島市 泉山磁石場

入選 銘を見て　器を選ぶ　外人さん 小川雅義 鹿島市 皿山商店街

■俳句 作品 投稿者 住所 詠句・詠歌場所

入選 花ひいらぎ　窯裏小さき　水の音 小浜史都女 唐津市 大公孫樹周辺

入選 磁石場の　空を真青に　冬紅葉 大石ひろ女 多久市 泉山磁石場周辺

入選 高麗の　神に音たて　木の実降る 田久保峰香 唐津市 石場神社

入選 陶板の　標なぞりて　いる冬日 雪竹澄子 有田町 岩谷川内

入選 初窯出　期待をこゆる　夢の色 田中秋子 伊万里市 今右衛門

■短歌 作品 投稿者 住所 場　所

入選 雪の中　お転婆娘が　着物着て　雛を抱いて　街並み散策 小川雅義 鹿島市 皿山商店街

　平成29年度「有田の四季を詠む」優秀賞・入選作品

【平成29年度　春】

【平成29年度　夏】

【平成29年度　秋】

【平成29年度　冬】



入選 蛇行する　有田川そを　天然の　外堀となし　唐船城聳ゆ 諸石晧子 有田町 牧地区

■川柳 作品 投稿者 住所 場　所

入選 碗灯が　陶祖の社を　照し出す 小川雅義 鹿島市 陶山神社


